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 数年前に NetLibrary の消滅が懸念されたのとは打
って変わり，最近英米では電子ブックの出版・販売・
普及が促進されている。特に 2006 年から 2007 年にか











gital Publishing Forum）は，電子ブックを 5,242 タ
イトル出版している18の商業・教育出版社の収入が1,







入が年間 2 千万ドルを超えると見積もっている(2)。 
 ユスト（Peter Just）は，英語の出版物についての












大の学術図書出版社である Springer 社は、2006 年に
出版図書全点の電子化を完了し，“Springer eBook C
ollection”の販売を開始した。現在，科学・技術・医












 Elsevier 社は 2007 年 9 月に、科学技術部門のほぼ
すべての単行書 4,000 点を提供する“eBooks”サービ








ックは、2007 年 10 月に 15 万タイトルを超えた。20
06 年以降，英語の他、フランス語（Option Santé 社 








的なサービスを開始している。2 年後に 5 千点以上の
掲載を目指している(8)。 
 ebrary 社は，260 社の 12 万タイトルを超える電子
ブックを提供しており，2006 年 6 月には Demos Me
dical Publishing 社など、11 の学術，科学・技術・医
学，専門出版社と提携を結んだ(9)。  
 MyiLibrary 社は，現在 10 万タイトルの電子ブック
を提供し，毎週 1 千点以上が追加されている。MyiLi
braryとそのサービスを提供するCoutts 社は 2006年
12 月に Ingram Industries 社に買収され，2007 年 6
月にはCambridge University Pressと提携を結んだ
(10)。新たなビジネスモデルとして注目されるのは，20
07 年 4 月に開始されたカナダ国立研究機構国立科学
技術情報機関（NRC-CISTI）と提携した電子ブック貸
出（eBook Loans）サービスである。このサービスで
は利用者がクレジットカードで 25 ドルを支払うと 30
日間，Elsevier 社，Taylor & Francis 社，Blackwell
社，Springer 社を含む主要な学術出版社の 1 万点以上
の電子ブックを対象とする貸出サービスが提供される。








 2007 年 3 月に ebrary 社は世界の 2,600 の図書館を
対象に電子ブックの調査を行った。552 館から回答が
あり，館種の内訳は大学 77%，企業 6%，官庁 5%，
公共 4%，学校 2%，その他 2%，所在は北米 56%，ヨ
ーロッパ 17%，アジア 16%，アフリカ 6%，中東 3%，
ラテンアメリカが 2%であった。また，回答館の 88%
が電子ブックを購読し，うち 45%が 1 万点以上の電子
ブックを講読していた。電子ブックの購入あるいは購
読先は，NetLibrary 50%，ebrary 42%，Safari 23%，













央値は 6,227 ポンドであった(14)。 
 2007 年 3 月に国立大学図書館協会会員館を対象に
国立大学図書館協会（国大図協）学術情報委員会デジ
タルコンテンツ・プロジェクトが行った電子ブックの
導入調査によると，NetLibrary 導入館が 6 館，Japa
nKnowledge 導入館は 24 館であった(15)。 
 ユニバーシティ・カレッジ・ロンドン（UCL）の出
版研究センタ （ーCentre for Publishing）は，英国情
報システム合同委員会（JISC）から委託を受け，200
6 年から 2007 年にかけて大学における電子ブックの
利用実態を調査するために SuperBook プロジェクト
を行った。SuperBook プロジェクトでは Oxford Sch
olarship Online（OSO），Wiley InterScience および
Taylor & Francis から 3 千タイトルの電子ブックを
選択した。OSO は経済，財政，哲学，政治学，宗教分
野の 1,200 タイトル以上の Oxford University Press
の電子ブックを収録し，抄録とキーワードの検索が可
能である。OSO の 2007 年 1 月から 3 月の利用を見る
と、(1) 利用の 19%は学生寮からである、(2) 2 タイト
ルが全ページ閲覧の 12％を占める、(3) 上位 20 タイ
トルで利用の 43%を占める、(4)1 回のセッションの時
間は 3.5 分である、(5)閲覧の 17%は出版されて 2 年以
内の図書であるが，25%はもっと古いものである、(6)
OPACで検索できる電子ブックの利用はそうでないも
のの 2 倍以上である、ということが判明した(16)。 
 
4.電子ブックの普及を阻む要因 










ての全国調査プロジェクトである National e-books 
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